
  

山形県連協 NEWS 
         NO.３３  ２０２１年１１月 

   山形県学童保育連絡協議会   

   住所：山形市三日町１－１７ 

 
 アパートメント Flat-C   

 TEL:023-674-9782   FAX:023-674-9783 

 メール：yamagata-kenren@bz04.plala.or.jp 

 

山形県学童保育連絡協議会の 

 

山形県の学童保育に関する情報をより手軽に 

ご覧いただけるようになります。 

 

現在の閲覧内容 

 山形県学童保育研究集会の案内、申込書 

 県連協ＮＥＷＳ 

 “日本の学童ほいく誌”の案内 

 “カフェＨＯＩＫＵＳＨＩござ～れ“の案内 

・・・など 

※その他、内容を随時更新していく予定です。 
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↓アクセスはこちら↓ 

URLを直接入力するか、QR コードを読み取って 

アクセスしてください。 

http://ykenrengakudou.tobiiro.jp/  

   

お し ら せ 

                

2021年 11月 28日（日）１３：３０開会／１６：３０終了 

Zoomによるオンライン開催 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究集会は学童保育に携わる人が、学びを深めるとと

もに、情報を共有し、意見を交流する場です。又、研究

集会で確認した課題を地域での課題として、取り組んで

いくことが大切です。本日はコロナ禍であっても、つな

がりの大切さをそれぞれの立場から伝え合い、さらによ

りよい学童保育を目指し、一緒に考えていきましょう。 

参加人数：360名（11月 1日現在） 

 

 

tel:023-674-9782%20%20%20FAX:023-674-9783
http://ykenrengakudou.tobiiro.jp/


※市独自の補助、連協として力を入れていること（学習、地域との連携、施設等について） 
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天童市学童保育連絡協議会 

市内、全 12 小学校、学童保育所数 29 ヵ所 

入所率４０％ 、高い入所率に対応するため、施

設を市が計画的に整備しています。 

市独自の補助としては、市連協に対し 150 万/

年これは各学童保育所の「運営の改善」と「保育

の質の向上」に市連協総力で取り組んでいること

への市の支援と受け止めています。 

 現在、市連協では令和 5 年度から市内統一運営

を実現しようと準備を進めています。天童市の学

童保育の良いところ（「子どもは地域の宝」を実

現）を継承しつつ、より公共的で安定的な運営を

めざしています。 

 

山形市学童保育連絡協議会 

山形市は、今年度より軽減補助金多子世帯分につい

て、市独自で対象となる世帯の市民税所得割額の合計

が 169,000 円から 301,000 円に緩和し、多くの多子世

帯が補助金の対象となりました。これは、市連協が数

年にわたり要望してきたことが実現したものです。ま

た、国の補助制度の活用について年度初めより市担当

課と情報を共有しながら働きかけ続けた結果、ICT 化

推進補助事業と新型コロナウイルス感染症対策備品等

整備補助事業について 6 月議会で議決され、予算化さ

れることに繋がりました。現在、「放課後児童クラブ育

成支援体制強化事業」についても山形市で予算化して

もらえるよう働きかけています。また、施設整備につ

いても山形市が学童保育に相応しい施設を整備するよ

う要望しています。 

 

村山市学童保育連絡協議会 

〇行政との連携 

 新型コロナウイルス感染症対策の会議を重 

ね、状況や課題について情報交換を行い、 

開所や対応の見直しを行いました。 

 また、保護者宛に担当課と市連協連盟の 

文書を発行しました。 

〇学習会の開催  

現任研修 8 回 新人研修２回 

 ※支援員等研修業務を受託 ２０万円補助 

〇おやつレシピ集№9 発行 

 

鶴岡市学童保育連絡協議会 

〇「鶴岡市と情報交換会」を開催 9 月 17 日 

 昨年の「鶴岡市との話し合い」で鶴岡市から「今

後はもっと情報交換をしていきましょう」と提

案があり、実施しました。各学童の状況を互い

に知る良い機会となりました。 

〇「鶴岡市との話し合い」を開催 10 月 19 日 

子育て推進課、学校教育課より参加していただ

き、「令和 4 年度の要望書」について意見交換

をしました。 

〇新任指導員研修会を開催予定 11 月 30 日 

 

 

 

 

米沢市学童保育連絡協議会 

〇指導員会 (月 2 回予定)/ 講師を依頼して感染症

やアレルギー、障がい児などについての話を聞

いたり、テーマを決めてフリートークを行った

りして年間通して活動しています。 

〇指導員代表者会 (月 1 回)/保育現場での問題など

について情報共有をしています。 

〇役員会 (月 1 回) 

〇広報紙の発行 (年 3 回) 

〇市へ要望書提出 

〇市長、教育長へ各クラブの現状報告と要望書提出 

〇市長、教育長との懇談会 (年１回) 

〇市担当課との懇談会 (年 1 回) 

 

 

東根市学童保育連絡協議会 

市と「放課後児童支援員等研修事業業務委託契約」を

結び、外部講師による研修を実施している（キャリア

アップ処遇改善に必要な研修）。 

月１回、子育て健康課招集の「学童保育所連絡会議」

があり市担当者と全学童の代表支援員が制度や学童の

状況について情報を共有している。会議後の市連協事

務局会議では各担当からの報告をもとに協議し、研修

等事業の最終決定や各種取りまとめをしている。 



2021年 9月 19日（日）10:30～16:15 

参加者：975名（県内：381名）全国各会場の中で最多人数となりました。 
 

＊参加者アンケートより、一部抜粋して紹介します＊ 
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全体講義「学童保育の生活づくり・指導員の仕事」講師：山川美江子氏 

米沢市・指導員  

指導員として行ってきた数々の運動に驚きました。行動するということが私には敷居が高いと思っていましたが、こん

なにも変えていけるのであれば行動「運動」はとても重要なことだとあらためて思いました。その運動が指導員の仕事

につながると信じ、親にも子どもにとっても安心できる学童保育所になれるよう精進していきます。 

 

山形市・保護者 

基本的なお話が中心でしたが、その基本が一番難しくて、定期的な学び直しと実践が非常に重要であると感じました。

取り組み、学び直し、取り組み。クラブを超えて研修できる良い機会と感じました。 

 

講座「保護者といっしょに子育てを」 

講師：髙木直氏 

酒田市・指導員 

プロとしての自覚を持つということで「どういう視

点で保育しているのか、だからこういう活動してい

るのだ」という保育内容を開示することやが、信頼

感や連帯感につながるということが印象に残った。

年間計画や日頃の活動の様子を伝える際の伝え方

等にも工夫しながら改善していきたい部分である。 

 

東根市・指導員 

とても分かりやすく学童の良さを丁寧に教えてい

ただいた気がします。「学童への恩返し」という素敵

なフレーズに今までの関わってくださったすべての

保護者に感謝の気持ちでいっぱいになりました。も

っと専門性を高め、私も学童保育に恩返しができる

ように頑張りたいと思います。 

講座「子どもの心の理解とケア」 

講師：足立智昭氏 

鶴岡市・指導員 

こどものストレスを受け止めてあげる。感情を見極

め、怒りを抑え込むのではなく時間（怒り）を短くす

る、安心感を与えるなど。いざという時に、このこと

を思い出せるようにしていきたいと思います。 

 

天童市・指導員 

子どもの背景に何があるのか、丁寧な解説でとても

分かりやすかった。自分自身との対話をして子ども

と正しく向き合わなければと思った。子どもが表す

ことは、本当の気持ちとは別にあることを理解し

て、気持ちを決めつけないで受け止めてあげること

を目標にしたい。 

 

東根市・指導員 

大人から見て子どもの行動が完ぺきではなかった

としても、「ありがとう」「よくやったね」「助かるよ」 

等の感謝の言葉を伝えることによって、子どもの自

己肯定感や自尊心を育むことにつながると聞き、 

声掛けなどにも気を付けようと思います。 オンライン配信担当 

コロナ禍によるオンライン研修の増加に伴い、県内で

のオンライン体制の充実、Zoom した研修の開催方法

などを検討している中で、指導員学校の配信は大変貴

重な経験となった。 

当日の大人数の参加を考慮し、まず宮城主催の

Zoom な利用方法、主催側としての Zoom 等の講習

を受けた。その後の打ち合わせにて、当日の配信設備

の確認、役割分担、実地での確認を行った。当日は講師

の先生方とどのように研修を行っていくかを確認・調

整しながら配信。多少のトラブルはあったが、研修はス

ムーズに進んだと感じる。今後の課題として、研修を実

施できる人の幅を増やす必要がある。県内でもオンラ

イン研修を行うための研修が必要。 

 

天童南部第六学童保育所指導員：高橋尚希 

東根市東郷学童クラブ指導員：滝口亜由美 

 

オンライン入室管理担当 

今回は山形県内の参加者の入室管理を担当しまし

た。事前の練習会の効果もあり、ほとんどの方が指

定通りの表示名だったためスムーズに入室管理が出

来ましたが、まだ表示名の変更やネット環境につい

てなど不安を感じている方もいらっしゃるようでし

た。今後も安心してオンライン研修に参加していた

だくため、練習会を続けていくことの大切さを感じ

ました。 

 

山形市第三こまくさ子どもクラブ指導員：増川泰子 

山形市第２滝山こどもクラブ指導員：小林紗季 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★読者である保護者と指導員が自ら書き手となり 

学童保育の充実の願いをこめてつくられています。 

☆子育てに役立つ！働きながらの子育てを応援して 

います！ 

★指導員の実践に役立つ教科書です！ 

☆子どもたちも楽しく読み、学びます。 

 

１０月からは 

“毎月第３水曜日”に 

定例で開催して 

います！！ 

 

☆指導員の研修にも活用 

できる専門誌です☆ 

バックナンバーの取り寄せ・購読申

し込み・ござ～れの問い合わせは、

山形県学童保育連絡協議会へご連絡

ください。 

TEL：023（674）9782 

Mail：yamagata-kenren@bz04. 

plala.or.jp 

７月と９月に参加し、市外のクラブの方や県連協の 

方と交流することができ、ほいく誌に関わっている方 

々の思いや参加された各クラブの情報交流もできて 

貴重な時間を過ごせました。 

これからも１冊１冊大切に読んでいきたいと思います。 
 

米沢市 学童保育所しゃぼん玉クラブ 井上 美奈子 

 

 

改めてほいく誌を読む時間を取ることで、自分の考えを見つめ直す時

間が持てたように感じます。特に杉田真衣先生の記事は興味深く読ま

せていただきました。今の子どもたちの未来の姿かもしれないと思い

ながら、様々な問題に直面する学生たちの話はとても心に残りました。

全国研では先生の話を聞く機会もあり、とても楽しみにしているとこ

ろです。 

 

＝次回「カフェ HOIKUSHIござ～れ」のお知らせ＝ 
 

１１月１７日（水）AM 10：00～オンライン 
 

５回目となる１１月号の特集テーマは… 

『たのしく食べるおいしく食べる♪ 

～学童保育のおやつ・食～』です。 

参加の皆さんとおやつの大切さやクラブでこんな

おやつが出ているよ！など語り合いたいと思います

のでぜひご参加ください。 

 

改めてほいく誌を読む時間を取ることで、自分の考えを見つ

め直す時間が持てたように感じます。特に杉田真衣先生の記事

は興味深く読ませていただきました。今の子どもたちの未来の 

姿かもしれないと思いながら、様々な問題に直面する学生たち

の話はとても心に残りました。全国研では先生の話を聞く機会

もあり、とても楽しみにしているところです。 

また、他の先生方の熱い語りを聞くだけで、とても価値ある

交流会だと思います。子どもたちへの視点や支援員としての想

い、悩んでいることの違い、様々なことを共有することで自分

の保育観も開け日々の保育につながっていくと思います。これ

からは支援員だけでなく、保護者や運営委員、行政の方などに

も参加して頂きながら、いろいろな視点から『学童保育』を掘

り下げ、子どもたちの未来につながる話をできればと思います。 
 

天童市 天童南部第六学童保育所 髙橋 尚希 

ほいく誌の魅力を確認し  

購読拡大をめざして！ 
 

◆2021年度  

第 1回ほいく誌普及拡大会議◆ 
 

 

 

 

8 月 26 日（木）に県内各地域のほいく誌

担当者のオンライン会議も行いました。 

今回は、日本の学童ほいく編集部の大前さ

ん・土田さんから「ほいく誌の魅力」と「編

集で大切にしていること」のお話をお聞き

し、全国連協のほいく誌の重要性と魅力を学

びました。 

そして、県内の購読状況と各地域の活動を

交流し、学童保育関係者が一人でも多くほい

く誌を購読してもらえるよう、ほいく誌の内

容を伝えながら購読拡大に取り組んでいき

ます。 

まだまだ、ほいく誌を知らない関係者がた

くさんいます。ぜひみなさんで購読者を増や

し、学童保育の理解を広げて学童保育を良く

していきましょう！ 

月刊 日本の学童ほいく 

全国で毎月 34000 部発行されている 

学童保育唯一の専門誌 

 

◆ほいく誌を読む会「カフェ HOIKUSHIござ～れ」◆ 

参加してみませんか！ 

7月から月１回で、ほいく誌を読む会を 

オンラインで開催しています。 

 毎号の特集をトークテーマに読み合わせ、 

内容を読み深めたり、心に残った内容をざっくばらんに

語り合っています。 

 山形県内では、毎月 2000 人以上が購読して

います。（保護者・指導員の購読率 13％） 
 

●県連協では 

・「全学童保育（所）で１冊以上購読」 

・「指導員全員購読」 

という普及拡大の目標を掲げ取り組んでい

ます。 

経験豊かな先生方が参加しているござーれに、私のような１年未満の

指導員が参加してもいいのだろうかと不安に思いながら参加させて頂

いております。難しいこともありますが、何度も読み返して理解できる

よう勉強して行きたいと思います。  

 村山市 さんさんキッズクラブ 遠藤 麻里 

月刊『日本の学童ほいく』は… 

もっと読者を増やし 

学童保育をよくしていこう！！   

－参加者の感想－ 
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